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アナフィ ラキシー

ワクチン接種後のアナフィラキシー(疑い)です
と伝える。

住所：

会場名：

電話番号：

アナフィラキシーかを判断※裏面参照
血圧＜90mｍHgはショックと考える。

窒息と脳虚血を防ぐため

●嘔気嘔吐→顔を横に
●血圧低下→下肢挙上

医

アレルギー反応疑い

〔接種部位〕

疑い

医

詳細は日本アレルギー学会のアナフィラキシーガイドラインをご覧ください。https://anaphylaxis-guideline.jp/pdf/guideline_slide.pdf

ためらわず

両方

エピペン or シリンジ製剤を
右図部に筋注。

シリンジ製剤

エピペン
投与前に0.7mlを
捨てて0.3mlに
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大腿 の前外側

膝蓋骨
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スタート

（約30㎝ ）

救急車到着まで

●静脈ライン確保
生理食塩水かリンゲル液を
5-10ml/kgで10分を目安に
投与。

●酸素投与
可能なら6-8L/分で。

失神による転倒防止
↓

仰臥位

監修： 一般社団法人日本救急医学会

＊血圧＜70mmHg＋2×年齢 は、ショックで緊急事態

5〜12才向け（13才以上は大人用を参照）

:0.15mg

:0.3mg

（上限は0.3mg）

＊0.01mg/kg
（余分な量を捨てて使用）

10mL/kg

（可能なら）
9才未満
(30kg未満)

9才以上
(30kg以上)

詳細は日本アレルギー学会アナフィラキシーガイドライン2022 https://anaphylaxis-guideline.jp/よりご覧ください。

ひとつでも
症状があれば
スタート！

アナフィラキシー対応・簡易チャート

https://anaphylaxis-guideline.jp/


診断または強く疑うときはためらわずにアドレナリンを筋注する！
：ワクチン接種の反対の大腿に筋注

アナフィラキシー診断基準

詳細は日本アレルギー学会のアナフィラキシーガイドライン2022をご覧ください。

＊血圧低下は、本人のベースライン値に比べて30%を超える収縮期血圧の低下がみられる
場合、または以下の場合と定義する。
i 乳児および10歳以下の小児︓収縮期血圧が（70＋[2×年齢(歳)]）mmHg未満
ii 成人︓収縮期血圧が90mmHg未満
# 喉頭症状︓吸気性喘鳴、変声、嚥下痛など。
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